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Some Studies on the“Suspending Mechanism of the Larynx”  
The regulatory mechanism ofthcpitch ofthe slngmgVOicehas beenreported  
by many authors，but the role playedby theextrinsic muscIcsin the function  
Ofthc vocalcords has not been researched so actively，and those muscles were  
believed to take some partsin the so－Called“frame function”・   
A．A．Sonninen（1956）noted thatin additiontothesternohyoids，SternOthyroids，  
thyrohyoids and omohyoids，a great number ofother muscIcs might beincluded  
in the externallaryngealmuscu］ature・However he recognizedlittlc slgnification  
ofthose muscles to the function of vocalcords．   
In sDme preVious papers the present author emphasized theimportance of  
Suprahyoidsin thepitch regulationofthevocalcords showlng the results ofsome  
experimentson animal（dog）andhumanbody・Theauthor dissectedthehyoid  
muscles，and stimulated each ofthem duringconstant pitch singlng，andobserved  
some regular changes ofthe singlngPitch・Thatis，Stimulationofthesuprahyoids  
causedthe pitchto raise，and oftheinfrahyoids tolower・Through many other  
experimentstheauthorconsideredthat the extrinsic muscleswhichpartlCIPatedin  
thepitch regulatorymechanisminphonation were notmerely theinfrahyoids and  
sternothyroids but the suprahyroidsalso partlCIPatedinit，andin additionto fhose  
muscles，the hyoid bone，thesternum，themandible，the styloid process andothers  
which made the above－mentioned whole musculature tighten，related to the pitch  
regulationin some regular manner・rrhe authordistinguished whole ofthem as  
HSUSPENDING MECHANISM OF THE LARYNXH．   
ThispaperCOnSistsof2parts；thelstisareportpfthc roentgenologicalobscrva－  
tionon thesuspending mechanism ofthelarynx，and the2ndisa considerationon  
theslgniBcance ofthe suspendingmechanism ofthelarynxinthepitchregulation  
or the articulation of human voice．   
As the results ofabove experimentsit may be concluded that the suspending  
mechanism ofthelarynxisanindispenSablesystem tosupport thepitch regulatory  
mechanismin human voice．  
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雨森良幸：京都大学医学部耳鼻咽喉科学教室（主任後藤光治教授）・YoshiyukiAmenomori：From  
the Oto－rhino－1aryngologicalDepartment，UniversityofKyoto・（Director：Prof・Mitsuharu Goto）   













音声器官の運動の研究には，2つの方向があり   
得る．1っは，われわれの音声器官が如何に運動   
するか，それは如何に運動させ得るか，という点   
を研究することであり，他は，われわれが音声言   
語行動を営むに際し音声器官を如何に運動きせる   
か，という点を研究することである（服部：音声   
学より）．著者は，第1の方向，つまり喉頭支持   
機構の運動の一般法別については大略を既に発表   
している．本署では，第2の方向，つまり，喉頭   
支持機構の「社会的習慣的型」にはまった運動を   
究明し，その成績を資料として音声機能における   
この機構の意義について考察を加える．  
第l図 Suspending mechanismof  
thelarynx．（Amenomori）  
〔その1〕喉頭支持機構の発声時の態度に関するⅩ線学的研究  
第1章 実 験 方 法  
1）Ⅹ線装置及び撮影条件   
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コンデンサー方式の間接撮影装置を使用し，撮影条件は二次電圧68KV，二次電流180   
mA  
2）実験方法  
被験者：口腔・咽喉頭に病的変化を認めず，日本語母音を明瞭に発声出来，1オクター   
ブ以上の声域を有する25才～34才の男子11名，女子8名．  
実験条件：被験者は頭部，胸部をそれぞれⅩ線撮影装置の暗箱に固定し，音声種は日本語   
母音「ウ」，「オ」，「ア」，「エ」，「イ」をすべて2秒以上継続発声きせて発声中期に撮影する．   
3）分析方法  
フイルムを引伸装置で方眼紙上に拡大投影   
し，まず無発声安静呼吸時の頭蓋底・頚椎・   
下顎骨・口脛咽喉頭脛の投影像を出来るだけ   
正確に描画する．この際第2・第4頸椎の前   
縁を結ぶ切線を方眼紙の縦線に一致きせその   
軸に直角な横線上に告骨体上線が来るように   
する．分析上の数値を統一するため苗骨体上   
様と椎骨問の距離は5cmと定める．これを   
原図とし，この図の上に分析すべき一連のフ   
イルムを噸次投影し，頸椎（特に稗突起）・  
第 2 図  




第2章 実 験 成 績  
工 発声時における告骨の態度  
告皆の変位変向は母音硬・音商およびloudnessによって異なる．  
1）話声位音高（男B～C，女a～C′），loudness85phonで，各母音を明瞭に発声する  
場合母音種によって舌倍体の位置に差が認められる．19例について行った告骨座標のちら   
ばりを見ると，その差は明瞭でなく，ただl‾ァ」の場合の変位が原点およびⅩ軸に近い，す  
なわち再骨低位であることが推定出来るのみであるが，同一被験者毎に5回宛試行の成績   
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が不明瞭になる（第4図）．   
loudness との関係  
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第 5 図   
2）諸種音高の場合  
音高上昇とともに告骨体が順次前上方に変位することは被験者の如何に拘わらず認めら   
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音高と母音種との関係  











第 6 怪l  
れることであるが，その変位がⅩ軸より下方から始まるものと上方から始まるものとがあ   
る（第6図）．後者は歌唱音域がせまい被験者の成続である．しかし両者とも各自の中音   
域では「ア」の場合の音高による変化は「エ」，「イ」よりも範囲がせまく，しかも同音高の  
「ェ」，「イ」に比べて低位である．また音高上昇の際の告骨の上昇率は母音により差があり   
「ア」では小，「エ」，「イ」では大である．   
音高変化と告骨の変向との関係は，低音域および中音城では母音差が認められるが，高  
音域ではその差が消失し，一般に舌骨前後軸が水平化する傾向が認められる（第5図）．  
これは告骨体の高きと関係があるように見え，「エ」，「イ」のように低音域から高位にあり   
しかも音高上昇に対する上昇率の大きい母音種では，早くから水平化する傾向が認められ  
－ ■ Q．  
3）“Deckung”の場合   
母音差による告骨体の位置の差は少く，   
音高上昇による変化の度合も僅少で，苫  
∴∴＼－占  
【態。ロく？   皆の変向にも著明な差は認められない  
匂毎  プ  
（第5，7図）．  
¶＿ 発声時における下顎骨の態度   
8舌葦は不明瞭  諸声の時の開口角は「ア」，「オ」，「エ＿l，  
「ウ」，「イ」の頓に小となるが，各母音と   
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も音高の上昇とともに開口度が減少する．一般に「ア」では変動範囲が小である．“Dec－  
kung”ではすべて変動が少い．  
Ⅲ 発声時における告の態度  
母音発声時の苗の形には差があるのは勿論であり，「ウ」，「オ」，「ア」では咽頭後壁に向  









乱れ始める．「ア」ではこの乱れが認められないことが多い．   
2）“Deckung”の場合   
告の形の変化，隆起部の移動等は殆んど認められず，全般に「ア」の場合に似ている．   
Ⅳ 発声時における喉頭脛の態度  





もに延長し，甲状軟骨前端の陰影が前上方に移動する（第8図）．   
2）“Deckung”の場合   
声門の高き，前後軸とⅩ軸との角度，前後径等すべて変化が少い（第8図）．   
Ⅴ 発声時における喉頭上脛および下咽頭脛の態度   
喉頭上脛と‾F咽頭脛を1つの管として見ると，「ウ」，「オ」，「ア」では細長であり「ェ」，  
「イ」では広く短い．X軸の高さにおける前後径は「ウ」，「オ」，「ア」では安静位より小，  
「ェ」，「イ」では大であることが多い．   






＿＿＿＿ β  
・・・・・ こI′   
オ  ァ  ィ   βど萌  
第 8 岡  
音声上昇とともに各母音ともその形が順次広く短くなる．高音域ではその変化の連続性  
が乱れることが多いが，「ア」の場合は乱れが少い（第8図）．   
喉頭蓋軟骨上端の陰影も音高上昇とともに上昇し且つ前方に移動し，告の動きと平行的  
関係が認められる．  
2）“Deckung”の場合   
背高，母音榎とも変化は極めて少い（節8図）．  
第3章 総括ならびに考接   
喉頭支持機構が喉頭を定位に保持する機構であり，しかもそれに参加する筋，特に告骨   
を上および下に引く筋の相互の力の釣合いによって定められる再骨の位置ならびに変向  
（回転）が，甲状軟骨の保持きれる位置ならびにtiltingの程度を支配して，声のPitch  
の規則的変化を招来きせる重要な因子となることは，著者が既に報告したとおりである．   
したがって告骨を中心として総括ならびに考按をすすめる．  
工 告骨の変位変向に影響する因子  
日本語母音の継続発声時には，告骨は母音種および音高に応じて一定の変位変向を示す   
が，その方向から考えると再骨を上方向に引く力が大きく働いていると思われる．市骨は   
上方では下顎骨・茎状突起・乳様突起とそれぞれ筋を介して連絡している，茎状突起・乳  
様突起とそれぞれ連絡する茎状告骨筋・顎二腹筋後腹の告骨の変位変向におよぼす影響に   
ついては解明出来なかったが，支配神経（主な外喉頭筋は殆んど舌下神経の支配下にある   
が，上記の2筋は顔面神経の支配下にある），筋の走向ならびに筋の大ききから考えると，   
これら二筋が再骨の変位変向に対して主役を演じているとは思われない．これに反して‾F   




動は告骨の変位変向に影響すると考えられる．   
「ア」の開口角は5母音申最大である．すなわち，   
下顎骨の顎二腹筋前腹および頃苗骨筋の附着部が  
低位にある．したがって「ア」発声時に告骨が低位  












高が変っても告の形，開口角には変化が少く告骨の変位変向にも著明な変化はおこらない・   








きれてはいるが，筋固有の弾性によって喉頭を後方に固定   
していることは当然考えられることである．声門後端の高   
さはこれらの静的な力によって規定きれ，この範囲内では  
、、＿ノ  
第10 図   










は知られているから，舌骨体の変位は甲状軟骨平衡系の平衡状態を変化きせ，結局声門   
（喉頭）の高きおよび傾斜を変化きせるものと考えられる．しかし，その平衡状態は㍍Tra－   
Chealzug”等の影響も受けるから，これらの相互関係によって定められる平衡状態の変化   
は甲状軟骨と輪状軟骨との関係位置の変化を来し結局声帯の長さに彩筆することになる．  
喉頭上脛および下咽頭脛は，「エ」，「イ」のように舌骨の前上方への変位が著しい場合に   
は広く短く，「ア」のように舌骨の変位が少い場合には細長であることから考えれば，その   
長短は声門の位置の上下変動によるものであり（この変動は主に告骨体の変位による），   
その広狭は告骨の変位変向と関係があるように思われる．  
Ⅲ 音高調節に関する一考察   
“Deckung”の際には，告骨体の変位は少く，声門の高きおよび候斜は音高が変っても   
ほとんど変化せず，しかも声門前後径の変化もほとんど認められない．これに甲状軟骨の   
tiltingによらないかまたはよることの少い音高調節様式があることを意味する．   
音高と喉頭の上PF変動との関係は，Merkel，Scheier，Fischer，Kenyon，Negus欝S）に  
よってⅩ線的観察がなきれており，すべての学者が，音高上昇とともに喉頭上昇が認めら   
れると記している．音高の生理的調節機構（声門における物理的条件を調整する音高調節  
の2次的因子）については，Schilling33）等は甲状軟骨のtiltingによって声帯の長きが変  
るとし，作図的に説明を行なっている．ところが，これらの説とは反対に，音高上昇には   
必ずしも喉頭の上昇を必要としないと云う意見も少くない．例えば音高上昇と喉頭上昇と   
の相関について最初に言及したといわれるGarciaできえも，喉頭低位でも高音発声が可   
能であると記し，またHellatの喉頭の視診・触診の成績では，喉頭の上昇を認められる  
ものと認められないものとがあるとし，またPanconce11i－Garcia等は100例中63例に喉   
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器の影響によって苗骨が著明な上昇を来した場合は，同時に喉頭の上昇が認められ，この   
時の声門の前後軸は音高上昇とともに水平化する傾向が明らかである．ところが構音器が   
再骨の位置にあたえる影響が少い時は，音高による喉頭の上昇も僅少であるか，またはⅩ   
線写兵の分析では認められない程度であり，この時は声門の前後軸の傾斜の変化は少い．   
これに関するSonninenのgliding説を支持し得る積極的所見は得られず，同時に否定  




が参加するのではないかと考える．舌骨の上方牽引で音高が上昇することは既に報告した   
とおりであるが，それは舌骨の変位が音高を変化きせる可能性を示すものであった．した   
がって告骨の変位が多い場合は甲状軟骨のtilting（声門の変向）が音高調節に参加し，市  
骨の変位が僅少な場合はその参加がなく，内喉頭筋による音高調節が主となると考えられ   







準発声法では充分な調節が困難で“Deckung”や「ア」のような音声種がより適当であると   
云うことになる．  
Ⅳ 再骨の音声器官としての意義   
再骨の変位変向は下顎骨・苗等の構音運動の影響を受けるが，一万喉頭上脛・下咽頭脛  
の形状に影響をおよぼして共鳴脛の形を決定する．また，声門の位置および傾斜にも彩筆  
して音高調節に関与するが，いずれも2次的な変化であり，音声器官として主体的な意義   
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はない．しかし，如何なる音高調節様式であっても告骨は喉頭を一定位に保持するために  
は必須であり，また咽頭口脛の肋材的機能を果し，さらに舌の基礎となって苗構音を可能  
にする点等から，苗骨の必要性は重視されねばならない．   
Ⅴ 基音高変化が語音調節機序におよぼす影響   
従来，一般には基音高が変化しても共鳴脛は変化しないと考えられている．しかし前述  
の如く音高上昇とともに下顎骨の上方向回転（開口角の減少），告の変形および再背の頂  
点の位置の変動が一定の秩序の下に行なわれていることは明瞭である．   
下顎骨の上昇（開口角の減少）は青苗   
上昇に対応するから，その動きは市骨の   
上昇を介して喉頭の上昇や声門の水平化   
を来し音高の上昇にも影響する．この場   
合告背の上昇も再骨の上昇を介してこれ   
に参加し，きらに下顎骨の上昇（口脛が   
狭くなる）による口腔共鳴脛の変化を祁   
償するために，再と口蓋あるいは告と咽  






















器官の運動自体に相当な母音差があることによる，と理解してよいのではなかろうか．い   
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ずれにしても，母音発語明瞭度を保持しながら音高を変化きせる場合には，構音器官を経   
験的に変化させており，それが秩序的な音声器官の運動として観測きれ得るのであろう．   
したがって，発音機構の観察の場合でも構音の影響を考慮し，使用母音桓を一定にして比  
校検討することが必要である，  




的な変位変向を行なう．   
2）母音の発語明瞭度を保持しながら音高を変化させる場合，同じ母音でも音高変化に  
対応する下顎骨の回転および再の形の規則的な変化が認められ，告骨もその影響を受けて  
秩序的に変位する．   
3）再，下顎等の構音運動は告骨を介して咽喉頭脛を変化きせ，音高調節の様式に影響  










の生理の一般法別について若干の知見を得たものと信ずるので，今後の研究の序章として   
あえて公表するものである．   
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Ⅰ．音声機能における喉頭支持機構の意義   
人の音声器官の態度に関するⅩ線的分析と喉頭支持機構に関する既述の知見を符合すれ  
ば，第12図に示す如き関係が成立する．  
口角の賓化  ／声帯．声門の物理的陳件  
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例をあげて説明すると，「エ」，「イ」等の母音を明瞭に発声して基音高を変化きせる場合，   
再骨は大きく変位する．これは下顎骨および市の変化が大きいことを意味するから，喉頭   
の変位変向が大きいのと同時に，共鳴脛の変化もまた大きいことを示している．共鳴脛の   
変化が大きければ語音の音色の変化も大きい訳であるから，それを補償する努力もまた大  
きくなる．音高が高くなれば，下顎骨および舌はその発声運動の限界に近ずくから（それ   
以上告背が上ったり，開口角が小になったりすると発声困難になるから），「ア」のような   




頭の変位変向によるよりも，むしろ他の調節因子によることが大きいと思われるが，この   
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図によればこれらの関係も説明出来る．  
喉頭支持機構の態度から見た音高調節の方法には，少くとも2つの様式の存在が考えら   




の平衡状態も見かけ上同程度のままであるが，後者は声門の位置および傾斜の変化が大き   



















の正しいこと，に主眼をおいて行なわねばならないとされているり．   
音程の正しきは，特にその昔を継続発声している間に，音高が上ったり下ったりゆれ動   
いてはならないとされているから，標準日本語発声4∩，4誉）の様な明瞭な発声法で練習するこ   




る．ただし，これには異論3i）もあり，『日本人では口蓋鸞曲度が少いから，「アー」では音   
が平板になる．円味をおびた美しい音のためには「ウー」の方がよい』とする人があるが，   











『会話発音では母音三角形の左の辺を下るにつれて口の形が変るばかりでなく告の位   
置が上ることになっているが，歌う場合には子音発音に必要な瞬間を除き，告が上るこ   
とは舌根を硬くするから禁物である．舌根が硬くなるとのどの方まで肉がしまり共鳴が   
わるくなるからだ．だから歌う際には口の形だけで「エ」と「イ」の音を作るのが良い．』  
という．また話しことばに関する旺l代i3）の記述を引用すると，   
『「ア」の標準音 あご 下へ十分開く．市 力をぬいて白然に平におく．   
「イ」の標準音 あご 殆ど開かない．百 舌先を上あごへ出来るだけ近ずける．   
「ウ」の標準音 あご ほとんど閉じる．唇 すぼめてややまる口にする．  
告  奥を盛りあげる．  
「ェ」の標準音 あご「ア」と「イ」の問ぐらいに開く．唇．両端を左右へ引く．  
市  告先が軽く上がる．  
「オ」の標準音 あご「エ」と同じ位の開き．唇 しばって丸める．  
二れ  奥を盛り【Lげる．』  
であると云う．pronunciation には個人差および社会的習慣的な型の差があるが，歌の   
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「メロディー」をはこぷ母音部について見ると少くとも標準日本語諸声と，歌声の構音器  
官の連動には差があり，歌声の場合は開口角の変化も少なく苗の形も出来るだけ安静位に  
近く，しかも母音種および音高の変化による母音明瞭度の補償は，口裂の形等によって行   
なわれるものと思われる．近来テレビジョンの普及によって，多くの職業歌手の歌唱時の   
姿勢を至近距離から観察出来るが，これらの中でいわゆる「クラシック」の歌手達では上   
述の方法で歌っていると思われる場合が多い．またこれらの歌手では高音発声時に頭部を   
前傾（あごを少し引いた姿勢）する傾向が観察きれる場合があるが，これは下顎と胸骨間   
の距離すなわち告骨平衡系の両端の距離を短縮し，高音域における苗骨の上昇，ぴいては   
喉頭の上昇，および声門の水平化を抑制し，音程の乱れないしかも円滑な音高調節を行な   
うために合目的的な姿勢の一つであると考えられる．  
音程練習は弱声で行なうべきであるとされているが，叫，弱声では告骨の変位が少いから，   
喉頭への影響を考えれば当然であろう．品川31）は児童発声の方法として次のように記して   
いる．  
『弱声で歌うということは，聴覚的に質の美を中心と考えるだけでなく，生理的にも  





ば，弱声が声帯と附属器官の調和に最適であり，成人発声においてもこのような方法が適   







と考えてよい訳である．   
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